
第 31回 伝統の舞「番楽フェスティバル」 

真室川町 

  

１ はじめに 

当町に伝承する番楽は、秋田県由利郡鳥海町（現由利本

荘市）より伝来したものとされ、現在では釜渕、八敷代、

平枝の３地区において現存しており、それぞれが保存会

を組織し、今日において伝統芸能を継承する活動に取り

組んでいる。 

番楽フェスティバルは平成５年に町内３団体の交流と

技術の向上を目的として開催したのが始まりであり、第

３回以降は、起源とされる由利本荘市（旧鳥海町）本海獅

子舞番楽や金山町の番楽団体、遊佐町杉沢比山との競演

や交流を行っている。 

新型コロナウイルスの猛威により令和２年度から中止

を余儀なくされていたが、実に３年越しの開催であった。 

 

２ 事業のねらい 

  地域に伝わる伝統芸能「番楽」について、町内外の番楽団体が集い、本フェスティバルを行うこと

で継承・育成活動を推進するとともに「伝承文化の郷まむろがわ」のＰＲを図る。 

  また、道具・面等の展示や番楽についての解説及びマップ等の掲示により、来場者が番楽を貴重な

伝承文化であるという認識を高めることにつなげると共に、伝承文化を身近に感じられる機会づくり

になる。 

 

３ 具体的な取組み 

３団体の代表からなる企画運営委員会

において開催の可否を検討し、10月 15日

（日）、「ふるさと伝承館」を会場とし、有

観客および町外から番楽団体を招いての

通常開催とすることにした。 

事業の周知方法としてはＰＲを広範囲

なものとするため、作成したポスターを県

内各市町村と隣県（湯沢市、旧鳥海町）の

主要な社会教育施設や道の駅へ掲示依頼

を行っている。ポスターにはＱＲコードが印刷されており、スマートフォンで読み込むことで町のポ

ータルサイトに接続され詳細を知ることができる。 

 

４ 成果と課題 

４年ぶりの開催であったが町内外（遠くは京都府から）から多くの方々にご来場いただき、舞手の
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熱もこもり、賑わいづくりができた。また、町外団体との相互交流も生まれ、町内３団体がそれぞれ、

秋田県由利本荘市にある民俗芸能伝承館の定期公演に招待され出演するといった機会を得ることが

できた。 

しかし課題と言うべきか、会場としている「ふるさと伝承館」は町の中心部から離れており、かつ

観覧スペースが 80 人程度と小規模のため、より多くの方が観覧し「伝承文化の郷まむろがわ」をＰ

Ｒする場合の開催場所や方法など検討の余地がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

       番楽道具の展示                  釜淵番楽 

 

 

 

 

 

 

 

 

八敷代番楽                   平枝番楽 

 

 

 

 

 

 

 

 

本海獅子舞番楽前ノ沢講中（秋田県由利本荘市）        柳原番楽（金山町） 

 

５ 終わりに 

当町の番楽は、平成 25年度に「未来に伝える山形の宝」（山形県）に「旧矢島街道でつなぐ加無山

系番楽と女甑山の大カツラ」として登録され、ＰＲと保存継承活動を行っている。今後も事業を継続

し、若い世代への継承につながることを期待するとともに、保存団体の永続性につなげていけるよう

事業を展開していく。 
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第 19 回町民レクリエーション大会 

真室川町  
 
１ はじめに 

真室川町では、総合運動公園（野球場・体育館・テニスコート・ターゲットバードゴ

ルフ場・グラウンドゴルフ場・多目的運動広場）をはじめ、秋山スキー場・クロスカン

トリーコース、武道館等を整備し、子どもから高齢者までスポーツに親しむことが出来

る環境づくりを進めている。 

  また体育協会やスポーツ少年団等と連携しながらスポーツの普及を進めるとともに、

競技力の向上を図っており、その一環として、行政とスポーツ関係団体が連携し、スポ

ーツやレクリエーションを始める「きっかけづくり」を図るため、町民レクリエーショ

ン大会を開催している。 

 

２ 事業のねらい 

各種スポーツ団体と連携して町民一人１スポーツを推進することにより、町民の健康

増進とコミュニティー育成を図り、活力あふれる町づくりに資する。  

 

３ 具体的な取組み 

体育の日の毎年恒例イベントとして定着しており、行政と各スポーツ団体により実行

委員会を組織し、協力しながら運営している。  

定番化している球技５種目のほか、町スポーツ推進委員が参加者の間口を広げる試み

として企画したロゲイニング（ナビゲーションスポーツの一つ。町内にチェックポイン

トを設定し、「足」のみの移動手段でポイントを巡った数（得点）を競う）を主管となり

実施し、計６種目で行った。  

（１）日  時  令和５年 10 月９日（月・スポーツの日） 

         ※ソフトボール 10 月８日、ラージボール卓球 10 月 22 日に開催  

（２）場  所  真室川町総合運動公園 他 

（３）参加人数  ２２７名 

（４）種  目  テニス・グラウンドゴルフ・ターゲットバードゴルフ・  

ソフトボール・ラージボール卓球・梅の里ロゲイニング  

 

 

 

 

 

 

 

 

         テニス              グラウンドゴルフ  
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ターゲットバードゴルフ            ソフトボール  

 

 

 

 

 

 

 

 

ラージボール卓球           梅の里ロゲイニング  

 

４ 成果と課題 

各種目の特性に応じ、女性や中高年世代、親子でも参加しやすいよう特別ルールを設

定するなど、初めての方でも参加しやすいよう工夫してきた。事業実施後は、次回開催

に向け、各種目団体から、競技別事業報告書を提出してもらい、「評価できる事項」「見

直しが必要な事項」をそれぞれが出し合い、共有することにより、レベルアップに心掛

けている。  

本大会がきっかけとなり町民の生涯スポーツ振興につながっているが、近年の開催で

は、各スポーツ団体の会員以外の参加が減少してきている。その点で、幅広い世代の方

が気軽に楽しめるよう、「ロゲイニング」などの軽スポーツを種目として継続していくこ

とで認知度を高め、普段スポーツをしない方が興味を持って参加を意識するような大会

にしたい。 

 

５ 終わりに 

体育協会やスポーツ少年団、体育施設利用団体やスポーツ推進委員との連携は、今後

さらに重要になってくる。そのため、このようなイベントを通して、各団体と連携・協

力する事により、町全体のスポーツ振興につなげていく必要がある。 

加えて、年代や性別等を問わず、多くの町民がスポーツ・レクリエーションに親しむ

ことで、地域活性化や健康づくりにつながるよう、全町域を対象にした総合型スポーツ

クラブの設立などを進めていきたい。 
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「魅力ある図書室を目指して」 

大蔵村  

１ はじめに 

中央公民館の図書室は、蔵書数約７，２００冊と小さい図書室ではあるが、利用者の

方に気持ちよく使ってもらえるように、地域の読み聞かせサークルの方々に協力しても

らいながら、環境整備をしている。 

令和２年１１月には、本の貸出管理をバーコード化し、貸出や返却の手続きをスムー

ズにするなど、利用しやすい図書室としてリニューアルオープンした。徐々に利用者数

が増加しているものの、中央公民館が土日祝日は閉館しているため、まだまだ利用者数

が少ない現状となっている。 

図書室の利用を少しでも増やしたい、住民の方に図書室をもっと知ってもらいたいと

考え、年３回ほど土日の図書室開放事業にあわせて、本の修理やしおりづくりを行った。   

今年度は、放課後児童クラブを対象とした理科読、親子対象のやまがた木育プログラ

ム体験会も実施した。  

 

２ 事業のねらい 

  ・住民の図書室利用拡大  

  ・住民からの図書室の認知度拡大  

 

３ 具体的な取り組み 

 （１）休日の図書室開放事業  

・実 施 日：令和５年１０月２９日（日）  

・対 象：村民  

・内 容：おはなし会、絵本診療所（修理）、オリジナルしおりづくり  

ブックリユース  

   ・成果と課題：○村のイベントに合わせて実施したので、多くの方から足を運んで

もらうことができた。  

▲まだまだ図書室を知らない方や利用しづらいと思っている方が 

いると感じるので、村の広報やホームページ等を使って、さらに

周知していく必要がある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-21-



（２）夏休み理科読教室 

 ・実 施 日：令和５年８月８日（火）  

 ・参 加 者 数：放課後児童クラブ１～６年生  ３０名 

 ・講 師：チーム理科読の方々 

 ・協   力：絵本と読み聞かせの会「フレデリック」  

・内 容：「Let's enjoy！ 空気のふしぎ」 

・成果と課題：○絵本の紹介や実験を通して、科学や読書活動に対する参加者の興

味・関心を引き出すことができた。  

       ▲年齢層に開きがあったため、低学年にとっては難しいと感じる内

容もあった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）やまがた木育プログラム体験会  

 ・実 施 日：令和５年１１月３日（金）文化の日  

 ・参加者数：１５名  

 ・協 力：山形県環境エネルギー部みどり自然課、やまがた森林と緑の推進機構  

 ・内 容：テーマ「ストラップづくりを通して森の恵みを知ろう」  

         ①ブナの樹と木の話  ②ブナのしずくストラップづくり  

  ・成果と課題：○楽しくブナについて学ぶことができた。  

         ▲低学年の子ども、幼児には作業が難しいところがあった。  

 

 

       

 

 

 

 

 

 

４ 終わりに 

  今後も図書室に足を運んでもらい、村の読書活動を推進していくために、図書室の環

境整備だけでなく、各種イベントへの参加によるきっかけづくりを通して、図書室利用

を促進していきたい。  

-22-



「大蔵村スポーツ講習会」 

大蔵村  

１．はじめに 

大蔵村では、「村民ひとり一学習一スポーツ」を生涯学習の重点に掲げ取り組んでき

た。 

大蔵村スポーツ協会では、「スポーツ振興を通じて村民の健康と体力の向上や競技

力向上、スポーツ精神の高揚を図ることを目的とし、大蔵村教育委員会とも連携しな

がら、生涯スポーツの推進を図るための活動を実施している。 

これまでは、村民のスポーツに関する学びの場として、「ジュニア選手のためのスポ

ーツ栄養学講座」や「スポーツ障害予防とストレッチ」などの講習会を開催してきた。 

 

２．事業のねらい 

村内のスポーツ少年団や競技団体等には、専任の

チームトレーナー等がいないため、試合や練習時の

応急処置を施す人が少ない現状である。  

今年度のスポーツ講習会では、講義や実践を通じ

て、効果的なテーピングや応急処置の方法について

の理解を深め、実践できる講習会を行うこととした。 

 

３．具体的な取り組み  

  ・主  催：大蔵村スポーツ協会  

・開 催 日：令和５年１２月９日（土曜日）  

・会  場：大蔵村中央公民館  

・講  師：ほりばた接骨院 院長 髙橋 聖秀 氏 

柔道整復師、機能訓練指導員  

山形県立山形中央高等学校  男子バスケットボール部トレーナー  

山形県少年男子Ｕ-１６ バスケットボールチームトレーナー  

・テ ー マ：「現場で使えるテーピングとＲＩＣＥ処置」   

～テーピングの実践とアイシング等の応急処置～  

・対 象 者：スポーツ少年団の団員及び指導者・保護者、小中学校の教員、  

村内スポーツ関係団体の委員や会員、一般村民 等  

  ・参加者数：約３０名  

  ・参 加 料：無料  

・日  程： 

13:00   13:30 13:40               15:20    15:30  

受付  
開会

行事  

講習会  

【講義・実技】  

質疑応答  

閉会行事  
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４．学習内容 

  (1)テーピングの種類について  

   ・スポーツテーピング  

   ・エラスティックテーピング  

   ・アンダーラップ 

   ・キネシオテーピング  

   ・ティアライトテーピング  

  (2)キネシオテーピングの効果について  

   ・筋肉の機能の矯正  

   ・血液・リンパ液の循環を改善 

   ・痛みの抑制 

   ・関節のずれの矯正  

(3)テーピングの実践  

   ・ふくらはぎ・腰・肩・膝・足首の 

    テーピングのカットと巻き方 

(4)応急処置の方法について  

  ・ＲＩＣＥ処置について  

   ・ＰＯＬＩＣＥ処置について  

   ・アイシングについて  

 

５．成果と課題 

  (1)成果 

   ○テーピングの種類と効果、正しい巻き方と合わせて、けがをした際の応急処置の

方法について学ぶことができた様子であった。 

○テーピングの実践を行ったことで、初めてテーピングを巻いた人でも、講師の直

接指導により効果的に巻くことができるようになっていた。また、処置の方法で

疑問に感じたことをその場で解決され、参加者からは非常に好評であった。  

(2)課題 

  ●各スポーツ関係団体の指導者や選手、幅広い世代の方が講習会に参加したが、時

期や日程等を調整し、更に参加者が増えるよう周知や呼びかけを行いたい。  

 

６．終わりに 

今回の講習会では、村内のスポーツ少年団の指導者や団員をはじめ、各競技団体の

選手や各スポーツ関係団体の委員や会員の方などが参加した。参加者からは、「非常に

勉強になった。また参加したい。」との感想を多く頂いた。 

今後も大蔵村のスポーツ振興を通じて村民の健康と体力の向上や競技力向上、スポ

ーツ精神の高揚が図られる機会の提供を継続していきたい。 
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